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市のホームページでは、
この他の話題も公開しています。

株式会社田中信鉄工所がアルコール
消毒用足踏みスタンドを寄贈
　10月15日、株式会社田中信鉄工所社長の田渕元悟
さんと社員の西本俊一さんが、非接触型のアルコー
ル消毒用足踏みスタンド10台を寄贈のため市長を表
敬訪問しました。同社はコロナ禍で臨時休業をして
いた時期に、持ち前の発想力で一から開発に取り組
んだ結果、軽量化、分解・組み立てが簡単で持ち運
びのできる製品を完成させたそうです。
　田渕社長は「地元企業として何かできることはない
か。ものづくりだったら地域に貢献できるのではとの
思いで取り組んだ」
と語りました。
　寄贈いただいた
10台は、市役所正
面玄関や各階エレ
ベーターホール前
に設置しています。

市制90周年記念式典 被表彰者
　11月６日に行われた、市制90周年記念式典では、
市政功労賞と市制90周年記念の表彰が行われました。
　被表彰者は、以下の皆さ
んです。（五十音順、敬称略）

◆市政功労賞　
株式会社　もち吉
◆記念表彰　

［個人］池田 實（故人）、石山 浩（故人）、石山 洋一、
井手川 睦美、魚住 隼人、内田 晃、上村 清、城戸 宏史、
倉富 史枝、向野 秀樹、榊 正澄、篠澤 善道（故人）、
武内 道明、中岡 義則（故人）、西河 武（故人）、東 陽一、
細田 照美、堀 孝、益田 信也、馬奈木 俊介、安永 茂幸、
渡邊 素子

［団体］上頓野藤田丸地域自然環境を守る会、感田
東和苑自治区公民館、金剛山もととり保全協議会、
中泉一区シニアクラブ保命誉会、西尾公民館、株式
会社 直方自動車学校、株式会社 森山鉄工

命を大切に　人権の花運動
　南小学校の3年生が福岡県の人権の花であるヒマワ
リを栽培し、その成長を観察しながら、命や人権の大
切さを学ぶ「人権の花」運動に取り組みました。
　この一連の取り組みに対して、10月20日に人権擁
護委員から感謝状と記念品が贈られました。「ヒマワ
リを育てることで、思いやりの心や命の大切さ、繋が
りに気付いてくれたことが嬉しい。人権が守られ、み
んなが幸せになれる社会をつくっていきましょう」と
感謝の言葉があり、児童は「人のことを考えて行動す
ることでいじめがなくなる。人権の花が広がって、人
権が守られる世界になって欲しい」と話しました。
　児童らが育てた
ヒマワリの種は人
権の心を広げてい
くため、児童手書
きのメッセージを
添えた風船に乗っ
て空へと飛ばされ
ました。

遠くに飛ばそう折り紙ヒコーキ
直方東小の児童が挑戦
　10月19日、「アンビシャス折り紙ヒコーキ大会」が、
直方東小学校体育館で行われ、同校3年年生が参加し
ました。「東校区ふれあいアンビシャス広場」の運動
の一環で、豊かな心、幅広い視野、大志を持つたくま
しい子どもの育成を目指した福岡県の青少年アンビ
シャス運動の取り組みです。折り紙ヒコーキ大会では
友達と協力して活動し、工夫して飛ばすことで、競い
合いたくましい子どもを育てることに繋がります。
　児童は遠くへ飛ばす飛行距離向けと、長時間飛行
する飛行時間向けの紙飛行機の折り方の指導を受け
ました。「初めての折り方で、思ったよりも大変だっ
た」と苦戦しましたが、調整の仕方などを教わり、
出来上がった紙飛行機を勢いよく飛ばしました。
　参加した児童らは「ちょっと難しかったけれど楽
しかった」「近所の友達
にも教えて一緒に遊び
たい」と楽しんでいま
した。飛行距離10メー
トル以上の記録を出し
た児童らには県大会へ
の参加資格証が贈られ
ました。
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　中泉小学校では2005年から米作りを行い、5年生児童
によるもち米の苗作り～田植え～稲刈り～餅つきまでの流
れを経験しています。もちろん途中の管理等は農家の手助
けがあり、餅つき時には保護者や地域の方々にご協力いた
だきますが、児童達は米作りや餅つきの大変さを覚え、貴
重な体験学習をしていると思います。これには下境保育園
の園児達も飛び入り参加する場合もあります。

　もうひとつの年間行事は、1974年に始まった版
画でのカレンダー作りです。卒業生達の思い出作り
として、当時、中泉小学校の教員であった『越智先
生』の発想と御指導による版画でのカレンダー作
りは、今年で47年目に突入します。最初に手掛け
た児童達は今では60歳に手が届く年齢になってお
り、このようなロングランプランは他校にはないと
自負しています。これらを支援する中泉校区自治区
公民館のメンバー達もとても誇りに思っています。

中泉校区自治区公民館 ～中泉小学校活動の支援～

直方市自治区公民館連合会 地域活動の紹介シリーズ 第２弾⑨直方市自治区公民館連合会 地域活動の紹介シリーズ 第２弾⑨
「地域の活動って？」「どうしたら参加できるの？」「私の地域はどんなまち？」
 あまり知られていない各校区の活動を、市民の皆さんにご紹介します。


